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ひらたえがお保育園（旭川荘）の概要

• 開設年月日 2019（平成31）年４月１日

• 定 員 90人（0歳～2歳：各10人 3歳～5歳：各20人）

• 特 色 重症心身障害児や知的・発達障害児の施設の運営ノウハ

ウを活かし、定型発達児とともに障害児・医療的ケア

児を受け入れる「インクルーシブ保育」の実現

• 障害児受入れ実績（専門医の診断が出ている園児の数）

2019（令和元）年度 2020（令和2）年度 2021（令和3）年度

障害児（医療的ケア児を除く） 18人 21人 17人

医療的ケア児 1人 2人 1人

合 計 19人 23人 18人

定員に対する障害児比率 21.1％ 25.6％ 20.0％
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医療的ケア児受入れの現状

〇在園中の医療的ケア児の事例紹介

年齢：４歳２か月（女児）

病名：メビウス症候群

必要な医療的ケア

呼吸器管理 吸引

鼻腔栄養 酸素吸入

医療的ケア判定スコア

４７点

（家族の了承はもちろん積極的な紹介を希望）
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保育園での様子（１）

• ぱんだ組（3歳児クラス）に所属

園児数20人（本児の他、ダウン症、プラダーウィリー症候群、

ASDの診断のある障害児3人が在籍）

• 担任 保育士：3名

看護師：1名（原則常時付添い）
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保育園での様子（２）
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医療的ケア児受入れにあたって

＊人的環境整備

・看護師（保育園勤務）2人体制（0歳児、医療的ケア児対応）

※看護師が休む場合は、法人内の重症児部門から応援➡常時複数配置

・関連職種との連携

主治医、嘱託医、訪問看護、地域連携保健師

（人工呼吸器メーカーの担当者）
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保育・看護にあたっての注意点

１．気切チューブの自然抜管

２．気管への痰のつまり

３．体調不良

①心拍数の急上昇

②SPO2の低下

③換気量の低下

４．急変時に医師が常駐していないことへの不安

５．他児の医療機器へのいたずら
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医療的ケア児の受入れにおける課題

◎スコアの高い医療的ケア児には、保育園内で発生しうる生命リスクへの

対応に充分な看護体制が必要。

↓

既存の保育支援事業では限界がある。

◎インクルーシブな受入れの実現のため、地域ごとの医療・福祉資源の

実情に応じて、例えば以下のような仕組みを総合的に検討する必要。

①保育園に対するさらなる支援の充実

（＝重症医療的ケア児受け入れ体制を強化した「拠点的な保育園」の整備など）

②保育園と（重症心身）障害児の通所施設との連携・強化

（＝併行通園・人材派遣など）

③重症心身障害児入所施設等での「医療型短期入所」の強化・充実

④保育園等での事故に対する「公的補償制度」の導入
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「医療的ケア児と重症児（超・準超重症児）」

ＮＨＫ報道（2016.5.23）・1万3,000人

「重症心身障害児」

知的にも身体的にも
そして医療的にも重度
（「超・準重症児」）

未認定
重症児

知的障害の
有無
未確認

知的障害や肢体不自由
無しか軽度

狭義の「医療的ケア児」

「医療的ケア児」

1万7,000人

1万8,000人

2万人

６割（？） ４割（？）
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全国重症心身障害日中活動支援事業所
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定員５名と１０名の壁（１）
重症児対象児童発達支援の報酬の特殊性（矛盾）

定員区分別基本報酬

定員区分 基本報酬 逓減率

5 2172 ±0%

6 1831 -15.7%

7 1585 -27.0%

8 1400 -35.5%

9 1258 -42.1%

10 1143 -47.4%

11 911 -58.1%

極
端
な
逓
減
制
度
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重症心身障害を対象とした生活介護と児童発達支援の報酬比較
（令和３年度報酬単価使用）
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定員５名と１０名の壁（２）
定員の増加に伴う報酬と人員配置

定員５名 1日あたり報酬 人員配置

21,720円× ５人 ＝ 108,600円 ５人

定員８名 1日あたり報酬 人員配置

14,000円× ８人 ＝ 112,000円 ８人

定員11人 1日あたり報酬 人員配置

9,110円 × 11人＝100,210円 11人

重症児の児童発達支援では、原則1対1の手厚い人員配置が必要なため、利用者の
増加に伴い、スタッフを増員する必要があるが、報酬が比例して増加しないため、
定員が５人を超えると赤字額が大きくなる。
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